
　本年１月に設置した「大分市高齢者ワンコインバス事業あり方検討会」からの意見
を受け、事業を持続可能なものとするための見直し内容の周知関連予算が、令和元年
第２回定例会において承認されました。
　この事業は、高齢者が気軽に外出できる環境をつくり、健康の維持・増進や積極的
な社会参加の促進を図り、生きがいを持って生活できるよう支援することを目的とし
て、平成16年６月にスタートしました。
　平成29年１月に65歳以上の高齢者を対象に実施された大分市高齢者実態調査によ
れば、本事業を「知っている」人は97.7％、実際に「利用している」が62.4％、
「利用していない」が37.6％となっています。
　利用目的では、「買物」が59.9％と最も多く、次いで「娯楽・観光」が30.0％、
「通院」が28.0％、「役所・郵便局・金融機関」が21.6％、「仕事・通勤」が2.6％と
なっています。この調査結果は、本事業が高齢者の間で定着しており、高齢者の社会
参加や生活支援の点で重要な役割を果たしているとみることができます。
　以上のことからも、現状のままで事業を継続するのが望ましいですが、バス事業者
は、現在の委託料は利用実績に見合っていないとして、事業からの撤退もありうると
のことです。事業の継続を第一義に考え、以下の二点を付して認めることとしました。
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高齢者ワンコインバス事業
―持続可能な制度とするため利用実績の把握を―

【付帯意見】
１．大分市高齢者ワンコインバス事業及び後継事業については、持続可能な制度とする

ため今後はICカード等を導入し、利用者の正確な情報を把握すること
２．今後、制度変更を行う場合は、広範な市民の意見を聴取するとともに議会との十分

な議論時間を確保し、制度のあり方について検討すること
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たかのクン走る
４
月
２３日　東稙田校区社会福祉協議会総会
２４日　田尻校区児童育成クラブ運営委員会・総会
２６日　議会運営委員会
２９日　西寒多神社ふじまつり大祭
１１日　大分県立武道スポーツセンター
　　　　　開館記念式典
　　　　東稙田校区青少年健全育成協議会総会
１２日　大分市顕彰の日表彰式
１７日　ななせの火群まつり振興会総会
２４日　稙田地区老人クラブ連合会総会
２５日　市議会西部地区防災会議
２９～３１日　総務常任委員会視察
　・千歳市
千歳市防災学習交流センター「そなえーる」
について

　・札幌市
ラグビーワールドカップの取り組みについて
ＩＣＴを活用した消防と医療の連携強化事業
について

　２日　別府アルゲリッチ音楽祭
　　　　　「スペシャル・カルテット
　　　　　　　　　　　　　　～弦楽器の魅力」
１４日　大分市青少年問題協議会　
１８日　議会運営委員会
１９日　大分市優良建設工事表彰式
２２日　県民体育大会（議員ソフトボール）

２７日　議会運営委員会
１３日　東稙田青少年健全育成協議会保護者研修会
１６日　市議会防災会議
　　　　議員政策研究会全体会議
　　　　推進チーム会議
　　　　広報委員会

５
月

６
月

７
月

議員政策研究会  ―取り組むテーマを「投票率の向上対策」に決定―
　７月16日、議員政策研究会全体会議が開催され、これから取り組む政策課題として
「投票率の向上対策」に決定しました。平成31年４月に行われた県知事・県議選や市長
選においても、投票率が低下しており、その現状を改善するため、大分市議会に関心を
持ってもらうなど、政治参加意識の醸成を図るための仕組みや、投票に行きやすい環境づ
くりなど、投票率の向上のために有効と考えられる取り組みについて、議会から市長に提
言することをめざします。
　この課題については、私も議会で取り上げましたが、投票率の低下には様々な要因があ
り、投票率向上対策の特効薬はありません。今後、調査・研究を進め、来年12月の市長
提言に向けて取り組んでまいります。

○事業の見直し方針
（対象要件）
　・令和２年度から１歳ずつ段階的に引き上げ、令和６年度から70歳以上とする。
　・運転免許を所持していない人（返納者を含む）は、引き続き65歳から利用できる。
（利用料金）
　・令和元年10月に100円から150円に見直す。
　　※10月から路線バスの初乗り運賃は、140円から150円に変更を予定している

７番セカンドで出場

千歳市防災学習交流センター「そなえーる」
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６月議会

【予　算】

　今回は４月に市長選挙が行われたため、日程が
通常より遅くなり、６月25日～７月16日に開催
されました。提案された予算も「肉付け予算」で
あり、３月議会で承認された骨格予算に追加され
たものです。

◎名誉市民推挙式・・・１８０万円
磯崎　新氏に名誉市民の称号を贈ります。

◎防災知識普及・啓発事業・・・２,８７０万円
国が定めた新避難勧告等ガイドラインを踏まえ「わが家
の防災マニュアル(風水害版)」を作成し全戸・事業所へ
配布します。

◎防犯カメラ設置費補助事業・・・２５０万円
防犯カメラを設置する自治会や団体に費用の一部を補助
します。

◎児童相談所設置に向けた取り組み・・８００万円
子どもと家庭を支援する児童相談所の設置に向け検討し
ます。

◎新総合計画策定事業・・・７５６万円
現行総合計画の期間が終わるので、新総合計画の策定を
します。

◎医療的ケア児教育・保育事業・・・２,６９５万円
医療を必要とする３才以上の子どもを公立保育所や幼稚園で受け入れ、医療的ケアを実
施します。

◎末広町１丁目地区の市街地再開発への支援・・・１億１,７６０万円
地権者主体の法に基づく事業に補助し、中心市街地活性化と防災性の向上を図ります。

◎野津原・大南地区に超高速ブロードバンド整備事業・・・６,０００万円
超高速ブロードバンドが採算性の問題から未整備となっている２つの地区に事業費の一
部を補助し、光回線を整備し、情報格差を是正します。

◎佐野清掃センター大規模改修事業・・・２億８,２９０万円
稼働から16年が経過し、設備機器に整備が必要である。新しい環境センターが稼働す
るまでの間、安定稼働のため大規模改修をします。

今回承認された新規事業の主なものです。

肉付け予算・一般会計は105億1,700万円
（総計で1,855億5,800万円）

６月議会

　提案された新制度は、
100円を150円にし、65才
以上を段階的に引き上げ 
2024年度には70才以上
（但し、運転免許を持たな
い人は65才以上）にすると
いう内容です。会派として
は説明不足で値上げに反対
でしたが、制度継続が困難
になる可能性もあることか
ら、正確な利用者数把握を
することや広範な市民意見
の聴取など条件をつけ苦渋
の選択で承認しました。

ワンコインバス制度の変更



◎常勤特別職の給料月額の臨時特例措置の条例の制定
市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、常勤監査委員の給料を18％や17％、
12％ほど減額する特例措置をします。（令和５年３月末まで）
◎市森林環境譲与税基金条例の制定
本年４月より施行された森林環境税により、市等に森林環境譲与税の譲与が開始されま
す。それを基金に積み立て、適切な森林の整備促進を図る計画立案とその執行をするた
めの条例を制定します。
◎祝祭の広場条例の制定
間もなく完成する「祝祭の広場」の使用規定などについて
の条例を制定します。
◎児童福祉法に基づく指定通所支援事業等の基準
を定める条例の制定
今年の４月から、指定障害児通所支援事業者の指定などの
業務が中核市の本市に移譲されたため、その基準を定めま
す。
◎市立幼稚園条例の一部改正
今年10月からの保育料無償化に伴い幼稚園の預かり保育
料を変更します。
（公立保育所や幼稚園の保育料は、条例でなく規則で定めており、
議決は必要ありません。）

◎大分市大洲総合体育館条例の制定
県から市に移管された大洲総合体育館の使用規定などを定
める条例を制定します。
◎各種使用料等の改定の条例改正
消費税率の引き上げに伴い、公民館やコンパルホールなど
各施設の使用料等の改定を行います。

④　市議会報告 絆

一般議案

【意　見　書】

〈我が会派が提出し、採択されたもの〉

〈我が会派から提出したが、採択されなかったもの〉

0

工事中の「祝祭の広場」

大洲体育館

◎子育てのための施設等利用給付・・・総計７億円（認可外保育所、幼稚園など）
10月からの幼児教育・保育無償化に伴い、認可外保育施設や幼稚園などの利用に係る費用
を給付します。また幼稚園が実費徴収している費用の一部を低所得世帯等に補助します。
◎地域医療情報ネットワーク整備事業・・・１,０２４万円
子どもから高齢者の診療・健診の情報を一元管理し、他職種間で情報共有することで医
療・介護の総合的な確保を図ります。

◎地方財政の充実・強化を求める意見書
地方自治体の役割が拡大する中、国税から地方税への税源
移譲など、地方財政確立のため財源確保を図ることを求め
るものです。

◎義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書
義務教育費の国庫負担制度の堅持を求めるものです。

代表質問
松 下 清 高 議員

　４月の市長選のため、今議
会で代表質問がありました。
　社民クラブを代表して、松
下清高議員が、基本姿勢や平
和、財政、まちづくりなど市
政全般にわたる質問を行いま
した。


